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図書館にはいろいろな役割がありますが、郷土資料を集め、残し、活かしていく仕事は、その地域の図書館に

しかできない大切な役割です。

図書館と聞くと、「司書が働いている場所」というイメージを持たれる方が多いと思います。私もその司書の

一人ですが、当館には学芸員が在籍しています。「図書館に学芸員？」と思われるかもしれません。ですが、当館

で学芸員は、なくてはならない存在なのです。

郷土資料の世界に、なかなか一筋縄ではいかない資料たちがいます。たとえば古文書です。達筆すぎて読め

ない、万が一読めたとしても意味が分からない、紙が劣化しすぎて破れそう……。司書だけでは太刀打ちできま

せん。

そんな時に頼りになるのが学芸員です。

当館の学芸員は、古文書の収集・整理・保存だけでなく、地域史の調査・研究、講演活動、学校との連携授業、

利用者の調べもの支援など、さまざまな仕事をしています。

先日は、行成地区で「行成区の歴史と水利について」という講演を行いました。地域に残るさまざまな資料や

フィールドワークの成果をもとに、地区の歴史や神社の移り変わり、水路（溝）の仕組みなどを紹介しました。

参加された皆さまはとても熱心で、地域の方ならではのお話も

聞かせてくださいました。講演をして終わりではなく、地域の皆さま

との会話から新しい発見が生まれるのも、未来の郷土資料に繋がる

大事なポイントです。

地道な積み重ねで、何十年後、何百年後にも「鹿島のことを知るなら、

まず鹿島市民図書館へ」と思ってもらえる未来に繋げて行きます。

鹿島市民図書館長 宮﨑 由巳

■ ２団体よりご寄附いただきました
■ 館長コラム
■ 「雑誌の無料配布」を行います
■ 「天の川お星さまおはなし会」を行います
■ イベント報告

司書のひとりごと…
いよいよ梅雨入りですね。

ついつい外出を控えがちなこの季節、カバンの中に

一冊忍ばせておけば、憂鬱な雨待ちの時間も特別な

ひとときに変わります。

図書館では、皆さんのお気に入りの一冊がみつかる

さまざまな特集コーナーを用意しています。

新しい知識に触れる一冊、心を癒やす一冊、あるいは

遠い異国へ連れて行ってくれる一冊。

梅雨のどんよりとした空模様を吹き飛ばすような、あなただけの

『とっておき』をぜひ探しに来てください。<K>
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土曜日のおはなし会
対象：3 才～

日時：毎週 土曜日 14 時～

会場：図書館 おはなしの部屋

わ・わ・わぽっとでおはなし会
対象：就学前児とその保護者

日時：毎月 第 2 水曜日 11 時～

最終 日曜日 11 時～

会場：子育て支援センター

・・・館長コラム「 地域と図書館と未来をつなぐ －図書館・学芸員－ 」・・・

休館日

あんころもち
対象：0～3 才

日時：毎週 火曜日 14 時～

会場：図書館 おはなしの部屋
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エイブル２５周年 どんぐり人形大集合！（報告）

鹿島ロータリークラブ様、志田病院様
ご寄附ありがとうございます！

令和７年度にいただいた寄附金で以下のものを購入しました。
大切に使わせていただきます。

図書館に来てくれました！（４月）

能古見こども園
遠隔地のこども園から元気な園児さんたちが図書館に来てくれまし

た！園に帰って楽しむ用の本も借りて帰られました

図書館利用者の方の手作りどんぐり人形を、エイブル祭り期間中

（5/9～5/１７）にまとめて展示しました。「こんなにたくさんあったん

だ！」と子どもから大人まで、じっくりとご覧になる方が多くいらっし

ゃいました。

講演の様子

5/17 まで展示 5/15 まで展示
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『野菜のいたわりごはん』
千葉 葵／著  山と溪谷社

着 図 書 案 内新

『あなたはなぜ雑談が苦手なのか』
桜林 直子／著 新潮社

モヤモヤとした思いを雑談で発すると、自分

を客観視し、思考を整理することができます。

９０分間ただ雑談をする「マンツーマン雑談サ

ービス」を行っている著者が、雑談とは何か、

なぜ雑談がいいのかまとめた１冊です。

『戦国武将は戦がないとき、何をしていたのか』
河合 敦／著 ポプラ社

戦国武将たちは、戦に明け暮れていたわけで

はありません。ふだんは早寝早起きを心がけ、

運動に勉強、趣味を楽しむ生活をおくっていた

ようです。残された史料から、武将たちの仕事、

家庭、趣味などの日常が見えてきます。

１９７６年の放送開始から半世紀、５０周年

を迎えた「徹子の部屋」。好奇心を持って１万人

以上のゲストの話を聞いてきた黒柳徹子さん。

年代ごとに厳選されたゲストたちとの話を読

むと日本の芸能史も見えるようです。

『「徹子の部屋」の５０年』
「徹子の部屋」制作委員会／編  ぴあ

『解決！高齢者のピンチ』              石田 竜生／著

メディカル・ケア・サービス／出版 Gakken／発売

足がつる、テレビの音量は最大、携帯は留守番

中など、日常おこりがちな高齢者のピンチについ

て、川柳とイラストで紹介します。ピンチの解決

策とともに、回避のための体操と脳のトレーニン

グ法なども紹介しています。

毎週 曜日は、新着図書の日

貸出カウンター前は新着図書のコーナー

です。毎週金曜日には、約 100 冊の新着

図書がみなさんとの出会いを待っていま

す！ぜひ、借りに来てくださいね♪

忙しく時間に追われる日々に、心も体も疲れて

いませんか？旬の野菜を料理に取り入れること

でその季節に必要な栄養を摂り、また季節の移ろ

いを感じ、ゆっくり自分を、家族をいたわってあ

げられるレシピ集です。

こ ど も の 読 書 週 間 イ ベ ン ト 報 告

大きなこいのぼりをみんなで作ろう！（4/18～5/6） こども上映会（4/19）

こいのぼりのうろこに見立てた画用紙にシール

やクレヨンなどで飾り付けをして、大きなこいのぼ

りをみんなで完成させてくれました。

個性豊かなうろこで飾られたこいのぼりたちは、

来館者の目も楽しませてくれました♪

図書館の DVD（著作権処理済）を、エイブルホー

ルの大きなスクリーンで上映しました。

参加者にはスタンプカードを配り、図書館で貸出

をするとスタンプを押し、揺らして遊ぶ動物をプレ

ゼントしました！


